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編集後記 
 
『三田社会学』第 18 号をお届けいたします。今号から編集事務局担当が塩原良和先生から山

腰修三先生に交代しました。 
 今号では、昨年の三田社会学会大会シンポジウムにもとづく特集「老・病・死の社会学―「生

きる意味」の在処」が組まれています。シンポジウムの企画および特集のとりまとめに当たら

れました澤井敦先生に感謝申し上げます。今号は、特集以外にも、投稿論文２本、ビューポイ

ント 1 本、書評 8 本、大会報告要旨 2 本と盛りだくさんの内容となっています。 
 今年は三田社会学会会員がかかわる大きな学会がふたつ三田キャンパスで開催されます。ひ

とつは 6 月に開催される日本文化人類学会研究大会、もうひとつは 10 月に開催される日本社会

学会大会です。どちらも 1000 人前後の参加者が見込まれる大きな学会です。これだけの規模の

学会となると、準備のためにかかる時間や労力もけっして少なくありませんが、伝統のある大

きな大学の引き受けるべきノブレス・オブリージュと考えたいと思います。 
 次号から編集委員長が澤井敦先生に交代します。 
 今年度も刊行にあたって三田哲学会から助成をいただきました。最後となりましたが記して

感謝申し上げます。 
（編集委員長 浜日出夫） 

 

 

編集委員会 
浜日出夫（委員長） 菅野博史 熊田俊郎 澤井敦 

塩原良和（事務局） 山腰修三（事務局） 
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